
令和６年 麻酔科 

〔学会・研究会〕 

岐阜県緊急対策チーム図上訓練への参加経験 

 山田忠則 

第 60回 日本赤十字社医学会総会 

2024年 10月 17日～18日(仙台) 

 

救護班として大規模イベントに派遣された初期研修医の経験 

 神崎剛,山田忠則  

第 60回 日本赤十字社医学会総会 

2024年 10月 17日～18日(仙台) 

 

〔論文〕 

令和 6年能登半島地震における日赤災害医療コーディネートチームの活動(第 1報) 

山田忠則, 白木優子, 梅染佳記, 高橋敬明 

岐阜赤十字病院医学雑誌 35(1),33-38,2024 

Abstract：令和 6年 1月 1日 16時 6分,能登半島の北端を震源とする震度 5強の,さらに 16

時 10 分震度 7(マグニチュード 7.6)の地震が襲った.さらに能登半島を津波が襲った.1 月 2

日から情報収集等,日赤救護班,日赤災害医療コーディネートチーム(日赤 COT)の派遣に向

けた準備を始めた.1月 18日時点で,救護班 1隊,日赤COT1隊 1が派遣されている.今回,我々

は日赤 COTとして,石川県七尾市にある能登中部医療圏 DMAT活動拠点本部で避難所班と

して DMAT(災害派遣医療チーム)をはじめとする他組織と協働し,活動したので報告する. 

 

研修医として参加した、ぎふ清流ハーフマラソンにおける救護活動の経験 

大熊祐輔, 山田忠則 

岐阜赤十字病院医学雑誌 35(1),17-20,2024 

Abstract：2023年 4月 23日,岐阜市で高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソンが開催され,私は

救護所ゴール付近の救護所の 1 人として活動した.国内外からの招待選手を含め約 7500 人

のランナーが参加した.我々は人命最優先のもと,平和な大会運営への貢献及びゴール後の

虚脱したランナーの対応を目標に,災害対応に準じた体制で救護所運営を行った.具体的な

活動内容は,ゴール付近の救護所での要救護ランナーの受け入れと処置,帰宅または救急搬

送の判断をすることであった.また,コロナ禍での開催となったため感染防御に配慮した救

護活動が求められた.感染防御に加え,過去の救護活動での経験を活かし,天候や場所などか

ら予想される傷病者,スタッフ役割分担,物品,活動フローなどを事前に議論し活動した.今回

の救護活動には災害医療の考え方等が活用された.これらの活動は私たち赤十字チームだけ



ではなく,大会運営スタッフや消防,救急,ボランティアスタッフとの連携によって成り立っ

ている.こうした普段関わらない方々との協働は貴重な経験であった.また,傷病者の病院で

の対応は検体検査や画像検査などを実施できるが,こうした現場では行えず,主に問診,身体

診察所見,理学的所見からの情報で判断することの難しさを実感した. 

 

新型コロナウイルス感染症禍におけるマラソン大会の救護所運営の経験 

山田忠則, 高橋敬明 

岐阜赤十字病院医学雑誌 35(1),13-16,2024 

Abstract：2022 年 4 月,新型コロナウイルス感染症(以下 COVID-19 感染症)禍において第

11 回ぎふ清流ハーフマラソン大会が開催された.当院は第 1 回大会より救護を要請され,ゴ

ール脇の救護所を運営し,ランナーの救護にあたっている.また,救護所運営は災害時の現場

救護所と同様のものとして活動した.今回はいまだCOVID-19感染症が終息を見ない状況の

中での大会で救護活動を行ったので報告する.参加ランナーは事前に PCR 検査陰性を確認

し,体調チェックを受けたうえで出場となっていた.事前検査で 13 人陽性で陽性率は 0.63%

であった.我々のチームは,ゴール後の虚脱状態のランナーを対象としてにゴール脇で救護

所を運営した.受け入れ時は PPE を着用し,ランナーは 1m 以上離してテント内へ収容した.

混雑時はランナーとランナーの間に防水シートを用いた簡易のパーテンションを作成し使

用した.当日は大会史上初の雨天で気温が下がり,下腿のけいれんを起こすものが散見され,

対応に追われた.熱中症や運動関連性虚脱の対応はなかった.例年と比べ,救護対象のランナ

ーは少なく,病院搬送もなかった.しかし,寒さの訴えや下腿けいれんなど,今まで対応するこ

とがなかった救護対象であり,天気予報で雨天の可能性は予想されていただけに想定が甘か

ったと反省させられた.感染症対策は計画通り実施したが,対応したランナーの数が少なく,

その有効性までは評価が難しいと思われた. 

 


